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本書 は デ ュル ケ ム の 社会 学 思想 を 歴 史的 に把握 しよ うとす る1つ の試 み で ある。 そ れに は、
社 会 学 的観点 か ら見 た 思想研 究 以外 に方 法 は ない。 この意 味 では知 識社 会学 の一部 とい え る。 フ
ラン ス流 に云 えぱ 、 ある思 想 を、 そ の時 代 の集 団表 象の 申に冷 いて 客 観 的 に と らえ る こと で ある。
思想 の歴 史の研 究 に 論い て最 も重 要 な こ とは、著 作の 執筆 意図 の本質 を更的、 客 観的 に把 握 す る
こと であ る。 この こ とを貫 徹 す る にはr6七rOgrade的 立場 を棄 て る以外 には ない。
しか し、 デ ュル ケムの組織 的 解釈 者は 、 この立場 を と って いる。 これ では、 デ ュル ケ ムの思 想
の本 質 を把 握 しえ ない。
デ ュル ケム の思 想 の発 展 を辿 る と、 第1期 と第 雇期 に分 け られ る。 第1期 は 、 デ ュル ケ ムが生
安れ た て858年 か ら1889年 ま で、 第 π期 は有 名 な モン テ ス キュー論 と社 会分 業論 を世に 出
した 雀892年 か ら、 書897年 ま で とす る。第 且期 は、 て898年 か ・ら191ア 年 の死亡 ま で
をい う。 本論 文 で は第1期 に重 点 を置 い た。 この 時期 は、1885年 以 前 と、 て885年 か ら
1892年 に再 分 で きる。
ま つ、 デ ュル ケムは、 高等 師 範学 校 で、 一方 で は ルヌ ヴ ィエ、 ブ トルーの 精神 主 義の 感化 を受
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げ、他方 では・ モ ト、 クー ラン ジ 畿の実証的 ・ 客観 的 歴 史研 究 の態度 を学 び、 実証 的精 神 ・科 学
婚 学的 に研究 した。 ま た、 こ の よ うな理 論的 左面 とは別 に、実 践的 な 方面 に も興床 をい だ い た。
特にジ ョレ ス らと第3共 和 制 の社会 的 哲学的 再 建 につ い て議 論 を した。 この ように して、 フ ラン
ス的な実証的 精 神 を吸 収 して、 学校 を 卒業後 、 社会 学 の 創始 者 コン トを知 って社会 学へ 足 を踏 み
入れる ことに な った・ 従 って、 デ ュル ケムの最 大 の 関心 事は、 コン トの実 証哲 学、 多 分に 哲 学的
(形而上 学的Dな 嗅 い の強 い 社会 学 を 自然科学 と同列 に ま で実 証科学 化 する ことで あ った。 デ ュ
ルヶムは コン トの軽 視 した社会 静 学 を重 要 祝 した社会 学 に 自立性 を附与 する ため には、 独 自な対
象と方法 を もつ必 要 が あ る。 シ ェク レ、 グ ン プ ロ ヴイツ、 スペ ンサ ー、 ギ ヨー、 な ど、 当 時 の社
会科学 者の 学 説 を吟床 しな が ら、 次第 に、 社会 的事 実 の概 念 を明確 化 し、 自然 史 的 方法 を確立 し
ていった。 社会 現象 に 澄 け る必.総的 法 則 の確認 、 社会 類 型 の設 定 と比 較 方 法 の確 立、 歴 史性 と、
デ呂ルケ ム社会 学の主 要 な概 念や 思考 が、 すべ て この第1期 の前半 に萌芽 状態 では、 現わ れ て い
る。わた しが 、 この 期 を:重要視 す る ゆ えん は ここに あるσ
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
開治以来 のわ が国 の社会 学研究 の歴 史 をみ る と、 外 国 の社会 学説 の研 究 は大 きい比重 を示 して
きたが、 フラ.ンス社 会 学説 の研 究 につ い ては専 門の研 究 者 の数 が少 く、 ナ ぐれ た 業績 が ある もの
の未開拓 の分 野 も少 くない。 デ ュルケ ムにつ い て も、 割 合 に研 究が 進ん でい る もの の、 そ の思 想 ・
の発展を刻 明に辿 った もの は数 少 ぐ、 今 ま で 「分業論 」 「社会 学 的方 法 の規準 」 「自殺 論 」 「宗
教生活の 原初 的 形態 」等の 大著 作 に焦点 は あ て られ て きた が、 これ らの研 究 が生れ るに至 っ た過
程の分析 は 少 か った。 本論 文 は 「分業 論 」が生 れ る以前 のデ ュル ケ ムの思 想の 発 展 を分 析 し、 と
くにそ の 「モ ンテ スキ ュー論 」を検討 し、 ここ にデ ュルケ ムの 社会学 思想 の 確 立 を見 出 した の で
あって、 筆 者 の独 創的 着眼 点 が認 め られ る。 しか しなが らこの論丈 には 問題 とすべ き点 も見 うけ
られ馬 筆 一 に その研 究方 法 と して あげた 「学 説 をそ の依 存 す る場所
、時代 、著 者 の諸条 件 との
関連に齢 いて究 明 」す る との主 張 が 、 この論丈 に澄 いて充 分 貫 徹 してい る とは いえ ない点 もあ る。
例えばデ ュル ケ ムの諸 論文 を検 討す るさい、 そ れ らの 論文 を書 くに至 っ た事 情 が必 ず しも充分 明
確にされ ては い ない。 第 二 に本 論文 に誇 いては 、 デ ュル ケ ムの 論述 の要 旨の紹介 が 大 きい比 重 を
占めた結 果、各 著述 の意 義 の検 討 に つい ては必 ず しも充分 とはい え ない面 が ある こと も指摘 しな
ければな らない
。
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以上の問題点はあるにせよ、この論文は、デュルケムの初期の学問研究の内容を克明に分析し
てその意義づけを行なった点に澄いて、著者の独創的見解が見 られ、社会学説史の研究に資する
ところが大きぐ、わが国の学術研究の発展に貢献したものと認められる。 よって、教育単博士の
学位を授.与されるに充分なものと認定する。
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